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研究成果の概要（和文）：停滞しがちな英語多読を能動的で持続可能な読書活動に変え、それを読者自身にとっ
て意味のある読書体験とするために、読者の思考を活性化・進化させる効果のある多読アクティビティを開発し
た。これらのアクティビティに適したテキストを探索する過程で、多読用読本の使用に加えて英語絵本使用の有
用性が認められた。選定した多読アクティビティのリストと実践内容、英語絵本のリストと詳細情報は、多読研
究者や教育現場の教員が参照できるようホームページにて公開し、研究成果を英語教育界および社会に還元し
た。

研究成果の概要（英文）：The central goal of our project was to develop activities that enhance the 
effects of extensive reading (ER) for English learners. ER itself is a powerful means to improve 
language skills, but it is essential for ER programs, especially in university classrooms, to 
provide learners with meaningful learning opportunities (i.e., activities) beyond individual reading
 in order to motivate them to continue reading, stimulate their intellectual curiosity, and to 
expand their critical thinking skills. We tested various activities and made a list of effective 
activities with detailed information including the rationale, procedure, and learner reactions for 
each. We also selected useful picture books to be used with these activities, since choosing quality
 reading materials is crucial for the activities to reach their full potential. The detailed 
descriptions of the activities and the picture books are made available in Japanese and partially in
 English on a website. 

研究分野：英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、国内の教育機関では学習者の英語力を高める教育方法の一つとして英語多読の実践が盛んになっている。
英語教育者の間で英語多読への注目が高まる一方で、実際の授業においては英語多読が反復活動となりがちで、
その結果、読書への意欲を失う学習者が少なくないことが観察されている。読書を行わないと読書の面白さも感
じられず、英語力もつかないという課題を打破する方策が必要である。本研究の成果として、国内外の英語教育
者のアクセス、教育実践可能な能動型学習として多読アクティビティと多読リソースを提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
本研究は、先行研究「複合的多読授業の研究：フィンランド式教育法に基づくアクティビティ
の開発」（基盤研究 C H24~H27年度）で得た、英語多読を協同・能動型学習に結びつける方法
を探る可能性を探る必要性という教育研究ニーズに端を発している。 
多読とは、学習者が各自の関心に応じたジャンルならびに適切な言語レベルの図書を自ら選
び、段階的かつ継続的にそれらを大量に読むことで英語の運用能力を高める学習方法である。こ
の学習法を支える基盤として、第二言語 (English as a second language, ESL) あるいは外国語とし
ての英語 (English as a foreign language, EFL) を学ぶ学習者のために語彙や言語構造等がコント
ロールされた多読用図書が多数用意されており、言語レベル的には学習者が無理なく読書を続
けられるように配慮されている。 
しかしながら、母語での読書経験が乏しい学習者、短い英文しか読んだことがない学習者、試
験勉強・受験勉強のためにしか英文を読んだことない学習者らにとって、外国語である英語で
多読を行うことは容易ではない。またひとりで英文に向き合って読書をする「独書」という行為
が長続きしない傾向も見られる。 
この課題解決の第一歩は、多読リソースの知識を得ること（どのような本があるか、何をどう
選べばよいのか、どう読めばよいのか、どう記録するのか）、自身の読書経験の省察（英語運用
能力、読み方の変化、読書から得たものとその意味を探る）を行うことである。この一連の過程
は一人でも実行可能だが、本研究グループのメンバーは、学習者が建設的な読書コミュニティに
身を置いて多読アクティビティに取り組み、教員や仲間と多読に関する情報や意見を共有し、互
いに支援しあう、という学び合う経験の有無が、多読への動機向上や読書習慣の形成をより促進
させることを前プロジェクトで確認した。そこで、本研究では、「能動型学習を目指す英語多読
指導に役立つアクティビティの開発を選定」をテーマに据えた。 
 
２． 研究の目的 

 
上述のとおり、能動型学習としての英語多読指導に貢献するアクティビティの開発と選定を
目的とする。本研究グループがデザインした多読アクティビティ、国内外の多読研究者や教員が
開発した多読アクティビティを日本の教育現場で実践し、その教育効果を実証的に検証する。そ
の中から、個人活動である英語多読をより活性化させる効果のあるアクティビティを抽出し、こ
れらのアクティビティにおける学びのプロセスを可視化する。また、選定したアクティビティに
適する図書のリスト作成等、多読研究者や教育現場の教員が参照できる研究報告や教育資料を
共有することで、研究成果を英語教育界および社会に還元することが最終目的である。 
 
３． 研究の方法 

 
本研究は、次の 4ステップで行った。 
基礎調査 
既存の多読アクティビティ資料を収集し、その中から日本人学習者にとって教育効果が高い
と思われるものを抽出した。平行して、読書コミュニティづくり、多読アクティビティに応用可
能なワークショップ手法を学んだ。さらに、これらのアクティビティに使用する多読資料を広く
収集し、その精査を行った。 
 
教育実践・データ収集 
基礎調査で抽出したアクティビティに、本研究メンバーのアクテビティ・レパートリーに加え
て多読アクティビティの分類を行った。そして、研究代表者と研究分担者の多読授業で実践を行
い質的・量的データを収集した。 
 
データの分析・中間発表 
随時、質的・量的データを分析し、成果発表（国内外学会での口頭発表、論文発表、教育誌へ
の寄稿、多読リソースとアクティビティを発信するホームページの開設と公開、教育ワークショ
ップの実施等）の準備を行った。 
 
４． 研究成果 
 

(1) 研究成果の大要 
先行多読アクティビティ (Bamford & Day, 2004 より 106 アクティビティ; Jacobs & 
Farrel,2012 より 58アクティビティ 7)を、対人スキル（一方向/双方向）、発問力スキル（自発
的発問他）の観点から分類した結果、従来の多読アクティビティには学習者が自ら「問い」を立



てて「発問力」を醸成できるアクティビティが少ないことが分かった。また、これらの先行アク
ティビティは ESL 環境下での実践の例であり、EFL 環境下である日本の教育コンテクストと異な
り、学習者自ら問いを立ててやり取りをするという前提がある。日本の教室文化において学習者
は「場の雰囲気を察する」方向に流れやすく、教室で質問することに慣れていないため、問いを
立てるという行為や各自の考えを伝える意義を明示的に示すアクティビティが必要であると結
論づけられた。つまり、主体的・対話的な多読アクティビティとは、単に読んだ本に関して一見
活発に見える表層的な口頭のやり取りができることではなく、学習者が他の学習者と対話をし
ながら、その過程で内容理解や思考を深めること、その過程を意識する経験を持つことが必要で
あり、そのためには「問いの質」が求められると言える(草薙 深谷, 小林, 2017)。 
この結果をもとに、自発的な発問力を高め、読み手と多読テキストの対話、学習者間の対話の
促進が期待できる能動型多読アクティビティとして、ワークショップの手法である「ワールドカ
フェ」（Brown, Isaacs & the World Café Community,2005）や「グラフィック・レコーディング
（ファシリテーション・グラフィックとも呼ばれる）(Schiller, 2017)に可能性を見出し、多読
アクティビティに活用した。両手法は、視覚的な書記情報を用いることが大きな特徴である。学
習者の書記情報を分析した結果、これらのアクティビティはグループ内のディスカッションを
活性化し、さらにはグループ間すなわち教室コミュニティとしての「集合知」の獲得を可能にす
ることが分かった。こうしたアクティビティによる対話はメンバー間の多様な考えや反応に触
れる機会となり、認知的、非認知的な刺激を得て、読み手がさらに多読テキストと深く対話する
ことを促す（草薙 深谷,小林, 2018; Kobayashi, Fukaya,& Kusanagi, 2018; Kuanagi, Fukaya, 
& Kobayashi, 2018; 草薙 深谷,小林, 2019）。 
以上にみる能動型多読アクティビティが学習者にとって「意味のある活動」になるか否かは、
対話の対象となる多読リソースである読本の内容による。「語るべき/語りたい何か」が内包され
ているか否かが、学習者の参加度や対話の質と深さを左右する鍵である。外国語として英語を学
ぶ日本の大学生にとっては、英語言語能力が発展途上であっても、知的探求心を満たすことが求
められる。しかし、この条件を満たすような多読用図書は、初級用であればあるほど、そう多く
はない。そこで我々は英語の絵本に着目した。元来、絵本は幼い子ども向けに書かれたものだが、
名作とされる絵本や近年注目されているポストモダン絵本などは、子どもよりもむしろ大人の
読者こそ、その世界観を深く味わうことができる。このような英語絵本は、文字数が少なく、簡
単な構文、語句、表現を使いつつも根源的な人の営みや価値観を扱っており、言語的に未発達で
あるが認知的に発達している外国語学習者がディスカッションに用いるのに相応しいテキスト
である。 
上記の条件を満たすテキストとして、有用な絵本を選定し、適切なアクテビティと組み合わせ
た実践例を多読教育実践者・研究者や多読に関心を持つ人々に向けた研究会、国内外大会でのワ
ークショップや口頭発表の実施（Kusanagi, Fukaya, & Kobayashi, 2017; Kusanagi, Fukaya, 
& Kobayashi, 2019）、図書館司書向け書籍への寄稿（草薙,2019）、中等教育教員向け雑誌『英語
教育』(2019-2020)への寄稿、さらに、2020 年 2 月に研究成果のホームページ公開、2021 年 2月
にその改訂（コンテンツの充実とバイリンガル化）を行った。 
 
(2) 本研究の成果と今後の展望 
「能動型学習を目指す英語多読指導に役立つアクティビティの開発と選定」を目指し、出発
した本プロジェクトでは、日本人学習者の特性と学習ニーズにあったアクティビティの効果を
検証したうえで、中学・高等学校、大学の教員・研究者が参照できるアクティビティの開発
と、それらに適した絵本の選定を終えることができた。本プロジェクトのメンバーは、なお新
たなアクティビティづくり、絵本の選定に着手しており、今後さらにリストを充実させ、成果
公開ホームページの更新を継続する。また、本プロジェクトで得た知見を出版という形で公開
することも検討している。 
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